
理科学習指導案 

   

１ 単元名 単元 3 電流とその利用  

 

２ 単元について 

  本単元の主なねらいは、電流、磁界に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の動き、静電気、電流

と磁界の規則性や関係性を見出して表現することである。 

  生徒は小学校では、第 3学年で「電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方」について学習してい

る。また、第 4 学年で「乾電池の数やつなぎ方を変えると豆電球の明るさやモーターのまわり方が

変わる」ことも学習している。これまでは具体的な現象（電池の数と豆電球の明るさや電池のつな

ぎ方とモーターのまわる速さの関係）を学習してきたが、本単元では電流や電圧という目に見えな

ないものを量的、実体的に見る新たな視点をもたせるようにする。第２学年で扱う電流とその利用

では、実験で起こったことを言葉で簡単に説明することはできない。そこで、流水モデルや図（回

路図・模式図）を使って考えることを毎回の授業の基本とする。また、実験で調べること（条件制

御）を明確にして考察をしやすくしたい。また、単元を通して、課題を解決する方法を立案した

り、その結果を分析して解釈したりする活動場面を取り入れて展開していきたい。 

  本時では、10B の鉛筆の芯で書いた導線と LED 電球を用いて回路を作成してその回路に電流を

流す実験をする。活動の中から、生徒に不思議に思ったことを挙げさせ、LED 電球の明るさが明る

かったり暗かったりすることに気付かせる。その後 LED 電球の明るさが何によって変わるか考え

させ、導線の幅や形（抵抗）を変える計画を立てさせる。自分で計画を立て実際に実験させること

で自ら進んで実験に取り組むことができると考えた。しかし、生徒の中には計画をたてることを苦

手に思う生徒もいる。何を実験すれば、自分の疑問を解消できるかわからないと感じ途方に暮れて

しまう。そこで、４
フォー

QS
ク ス

（Four question strategy）の仮設設定シートを用いて、自分の調べたいこ

とや変えることのできる条件を１つ１つ考えさせる（目的の細分化）。また、生徒は抵抗という目

に見えないものを理解することは難しい。今回の実験は導線の太さや長さによって LED電球の明

るさが変わる。この実験は生徒が電流の流れやすさを容易に理解することができると思われる。こ

れにより次時からの抵抗（電流の流れにくさ）や合成抵抗（抵抗の直列つなぎ・並列つなぎ）の学

習についての理解へとつなげていきたい。 

 

３ 単元の目標 

  ・電流、磁界に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、電流、電流と磁界を理解す

るとともにそれらの観察、実験などに関する技能を身に付ける。  

・電流、磁界に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行

い、その結果を分析して解釈し、電流のはたらき、静電気、電流と磁界の規則性や関係性を見出

して表現する。 



 ・電流とその理由に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに、自然を総合的にみることができるようになる。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

電流、磁界に関する事物・現

象を日常生活や社会と関連付け

ながら電流、電流と磁界を理解

しているとともにそれらの観

察、実験などに関する技能を身

に付けている。 

電流、磁界に関する現象につ

いて見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈

し、電流と電圧、電流の働き、

静電気、電流と磁界の規則性や

関係性を見いだして表現してい

る。 

電流とその利用に関する事物 

・現象に進んで関わり、見通し

をもったり振り返ったりするな

ど科学的に探究しようとしてい

る。 

 

５ 指導計画 

小単元名 時数 学習活動 留意点 

１章 電流と回路 

１ 回路の電流 

 A 電流の大きさ 

 B 直列回路と並列回

路を流れる電流   

 

４ ・回路を流れる電流の向きは、電源の＋

極から出て－極に入ることを確認する。

【基本操作】「電流計の使い方」 

・電流計の使い方を知る。 

・電流計は回路に直列つなぎで接続する

ことを知る。 

【実験１】豆電球やモーターに流れる電

流の大きさ 

「豆電球やモーターの前後に流れる電流

の大きさを調べる。 

【基本操作】「回路図のかき方」 

・電気用図記号を使った回路図のかき方

を知る。 

【実験２】電流の大きさ 

「回路の各点を流れる電流の大きさを調

べる。」 

 

・電源に逆につなぐ

と、モーターが逆回転

したり、発光ダイオー

ドが光らなくなったり

することから、電流に

は、流れる向きがある

ことを確認させる。 

 

・p170 図 7「回路を

流れる電流の大きさと

水の流れ」でイメージ

させる。 

 

２ 回路の電圧 

 A 電圧の大きさ 

 B 直列回路や並列回路

に加わる電圧 

 

２ 【基本操作】「電圧計の使い方」 

・電圧計の使い方を知る。 

【実験３】電圧の大きさ 

「回路の各部分に加わる電圧の大きさ

を調べる」 

 

・電圧は電流と異な

り、各点ではなく各点

の間を測るものである

ことに気付かせる。 



３ 回路の抵抗 

 A 電流と電圧の関係 

 B 抵抗のつなぎ方と 

抵抗の大きさ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

(前時) 

 

 

１ 

(本時) 

 

 

２ 

・鉛筆で書いた回路に乾電池を使って

LED 電球をつなぐと電球が光ることを

知る。 

 

 

【実験計画】何が原因で LED 電球の明

るさが違うのか調べる実験の計画を立

てる。 

【実験準備】 

計画した回路を実際にワークシートに

書く。 

 

【本実験】 

「何が原因でLED電球の明るさが違う

のか調べる」 

 

【実験４】電流と電圧の関係 

「電熱線に加える電圧を変えたときの

電流の大きさを調べる」 

・鉛筆で書いた導線の

長さ・太さ・形を変

え、LED電球の光り

方を調べる実験の計画

を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・複数の結果から電流

と電圧の関係を考察で

きるように、2 種類以

上の電熱線で実験を行

わせる。 

 

４ 電流とそのエネルギー 

 

２ ・電気エネルギーについて説明を聞く。 

・電力について説明を聞き、電力の単位

はW（ワット）であることを知る。 

 

【実験 5】電力と熱量の関係 

「電力の大きさと水の温度変化の関係を

調べる」 

・エネルギーの定義は

3 年生で扱うため、こ

こでは、ふれる程度に

する。 

・実験 5では熱量の代

わりに水の上昇温度を

調べることをおさえ

る。 

２章 電流と磁界 

１ 電流が作る磁界 

 

 A 磁界の様子 

 B 電流が作る磁界 

 

 

４ ・磁石の性質と電磁石について復習する 

・磁石や電磁石の周りにある、磁力のは

たらく空間を磁界（磁場）ということを

知る。 

 

【実験６】電流が作る磁界 

「電流を流した時のコイルの周りの磁界

を調べる」 

 

 

 

 

 

 

・磁力線の表し方、磁

界の強さと磁力線の間

隔の関係など、磁力線

の特徴を説明する。 

２ 電流が磁界から受ける力 

 

A 電流が磁界から受ける力 

３ 【実験７】電流が磁界から受ける力 

「電流が流れているコイルが磁界から受

ける力を調べる」 

・実物を用いてイメー

ジを共有する。 

・実物を分解したり、



 B モーターが回る仕組み  

 

 分解したものを用いた

りしてもよい。 

 

３ 電磁誘導と発電 

 

 A 電磁誘導 

 B 直流と交流 

 

３ 【基本操作】「検流計の使い方を知

る。」 

 

【実験８】電磁誘導 

「コイルと磁石で発生する誘導電流につ

いて調べる。」 

・検流計では大きな電

流を図れないことを伝

える。 

 

３章 電流の正体 

１ 静電気と力 

 

１ ・物体にたまっている電気を静電気とい

う。 

【実験９】電気の力 

「静電気がたまった物体の間ではたらく

力の性質を調べる」 

・摩擦によって電気が

生じていることをおさ

える。 

 

 

２ 静電気と放電 

 

１ 【やってみよう】 

「静電気で蛍光灯を点灯させてみよう」 

 

３ 電流と電子 

 

 

２ 【演示】p216図8「電流の流れるようす

を調べる実験」、p217図9「電子線のよ

うすを調べる実験」を見る。 

・高電圧を発生させて

いるため、感電に対す

る注意を行い、実験装

置に近づかないように

させる。 

４ 放射線とその利用 

 

１ 【やってみよう】 

「放射線を観察してみよう」 

 

探究活動 明るい豆電球は

どれだ 

2 【探究活動】 

「明るい豆電球はどれだ」 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の指導計画 

（１）題材名 １章 第 3 節 回路の抵抗 

 

（２）本時の目標 

  見通しをもって実験を行い、結果を分析して解釈し、LED電球の明るさが何によって変わるかを

図や文章を使って表現することができる。（思考・判断・表現） 

 

 



（３）本時の展開 ●教師の発言 ○生徒の活動 ☆評価 

時配 学習内容と活動 教師の支援と評価 

導入 

（３分） 

○前時の復習 

 

・前回のプリントを用意する 

・何を明らかにしたいのか確認する 

展開 

(40 分) 

 

 

 

 

 

○学習課題を確認する 

 

 

○実験の手順を確認する。（２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実験を始める。（15分） 

【予想される生徒の発言】 

・用紙に書ききれない場合はどうしたらよい？ 

→前に取りに来る 

・導線が太いと電球は明るくなった 

・導線が長いと電球は暗い 

・明るさの違いがわからない 

 

 

 

 

 

【基準の回路】 

     

 

 

 

 

 

 

・学習課題を提示する 

 

 

・実験道具を教卓に準備しておく 

【用意するもの（1 人分）】 

・鉛筆（10B）1本 

・紙（導線を書く用） 

・定規（導線の長さ・幅を計測用） 

・ためす君（ボタン電池と LED 電球を

組み合わせたもの）１つ 

・ギガタブ 

 

 

 

 

 

【支援を要する生徒への配慮】 

・条件制御のやり方を説明する（実験

の時に変えてよい条件は１つだけ）。 

・他の友達の実験を参考にするように

促す。 

●電球の明るさの違いが判らないとき

は写真で見比べて判断しよう。また、

条件を変えても電球の明るさが変わら

ない（わからない）場合は条件を極端

に変えてみよう。 

 

・実験時の電球の明るさを写真にとる 

 

 

 

 

 

 

 

LED 電球を明るくするには、どのような回路にすればよいだろう 

【基準の回路に 

ためす君を接続すると】 

①基準の回路にためす君をつなぎ、光るかどうか確認する 

（写真をとる） 

②自分が考えた回路にためす君をつなぎ、光るか確認する。 

（写真をとる） 

③①と②の明るさを比べ、結果の欄に写真を添付、結果を

記入する。（ギガタブ） 

 



 

【基準よりも太い回路に接続すると】 

 

 

 

 

 

 

○考察を書き提出する（11 分）→発表ノート 

【予想される生徒の考察】 

・導線の太さを 2倍３倍にすると、明るさ 

も 2倍３倍になる 

・導線の形が複雑になればなるほど暗くなる 

 

 

 

○班内で考察を伝え合う（５分） 

 

○班員の意見を聞いて自分の考察が変わったり

深まったりしたらワークシート（発表ノート）

に書き加える（５分） 

 

○考察が終わったらクラスルーム内に提出する 

○考察を発表する。（２分）※１・2 人 

・ギガタブをテレビにつなぎ発表ノートで発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●何度提出しても良いことを伝える 

【支援を要する生徒への対応】 

・条件制御のやり方を説明する（実験

の時に変えてよい条件は１つだけ）。 

・導線の太さ・長さ・形のどれを変え

れば LED 電球の明るさ変わりそうか考

えを促す。 

・友人の発表ノートを参考にするよう

に促す 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(7 分） 

 

まとめを書く。 

 

 

 

 

 

 

○感想・振り返りを書く。 

○ワークシートを再度提出する（感想まで見取

るため） 

○片付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ワークシート 

 実験の結果を分析して解釈し、LED

電球の明るさが何によって変わるかを

図や文章を使って表現することができ

る。（思考・判断・表現） 

LED 電球を明るくするには 

・回路の導線を太く 

・回路の導線を短く 

などをすればよい。 



 

（４）評価規準 

   見通しをもって実験を行い、結果を分析して解釈し、LED 電球の明るさが回路の何によって変

わるかを図や文章を使って表現することができる。（思考・判断・表現）                               

  ※見通し＝実験の条件を自分で変える 

 

（５）評価基準（ワークシートの考察部分） 

 LED 電球の明るさと導線（抵抗）の太さ・長さの関係を説明している 

 

○支援が必要な生徒への手立て 

・条件制御のやり方を説明する（実験の時に変えてよい条件は１つだけ）。 

・導線の太さ・長さ・形のどれを変えれば LED電球の明るさ変わりそうか考えを促す。 

・他の友達の実験方法や考察を参考にするように促す。 

 

（６）先行研究・参考文献 

  ・４QS：上越教育大学小林辰至先生 

   論文：The Four Question Strategy(4QS)に基づいた仮説設定の指導がグラフ作成能力の習得に 

与える効果に関する研究 : 中学校物理領域「力の大きさとばねの伸び」を例として 

 

  ・４QSを発表ノートに載せる実践：千葉大学付属中学校 

   

・鉛筆で塗りつぶして抵抗値のことを実験し考察する実践：千葉大学付属中学校 桑子先生 

 

 

（７）提案内容 

   今年度、物理単元を通して、計画を立ててから実験を行う活動を取り入れた（今回の抵抗の調べ

方で３回目）。 

抵抗の導入の授業において、 

①「ためす君」を用いる（電流の可視化・興味をもたせる） 

②計画を立ててから実験を行う（４QS のワークシートの活用）こと 

③ギガタブを活用して協働的な学びを行う。 

  以上３つを用いることで目的意識をもった観察、実験を通して、主体的に思考・判断・表現する力

を育む指導の工夫ができるのではないかと仮説を立て、本授業で検証する。 

 

 

 

 

 



2 年 組 番 名前：

【基準の回路】

右の枠を黒く塗りつぶそう 5㎝

5㎝

1㎝

を した

回路図を枠線の中に描いてみよう

基準の回路から を した

回路図を枠線の中に描いてみよう

回路をかきこむ用紙

基準の回路から 太さ 3㎝太く

縦の長さ ２㎝短く

    生徒の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路図を枠線の中にかいてみよう 

回路図を枠線の中にかいてみよう 



生徒の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年 組 番 名前：

を した

5㎝

10㎝ 10㎝

回路をかく用ワークシート

基準の回路から 縦の長さ 5㎝長く


